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１
．
は
じ
め
に

秋
田
県
の
事
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
思
い
つ
く
も
の
は

何
で
し
ょ
う
か
。
な
ま
は
げ
、
き
り
た
ん
ぽ
、
豪
雪
、

秋
田
犬
、
日
本
酒
、
大
曲
の
花
火
、
ク
ニ
マ
ス
で
し
ょ

う
か
。
最
近
で
は
、
県
内
の
温
泉
も
テ
レ
ビ
番
組
等
で

多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
農
業
関
係
で
は
、
八
郎
潟
の

干
拓
、
あ
き
た
こ
ま
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
秋
田
県
は
、
東
北
地
方
の
北
西
部
に
位
置
し
て

い
る
。
県
の
西
部
は
日
本
海
側
に
面
し
、
東
部
は
奥お
う

羽う

山
脈
、
北
部
に
は
白し
ら
か
み神
山
地
、
南
部
に
は
丁
ひ
の
と

岳だ
け

山
地
と

神か
む
ろ室
山
地
が
連
な
り
、
三
方
を
山
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
県
の
中
央
部
に
は
南
北
に
出で

わ羽
山
地
が
あ
り
、
県

の
面
積
は
約
１
万
２
０
０
０
㎢
と
全
国
で
６
番
目
と

な
っ
て
い
る
が
、
山
が
ち
な
地
形
の
た
め
、
平
地
は
ほ

と
ん
ど
米よ
ね
し
ろ
が
わ

代
川
と
雄お
も
の
が
わ

物
川
の
流
域
に
あ
る
。

県
南
東
部
を
流
れ
る
雄
物
川
流
域
に
は
、
南
北
約
60

㎞
、
東
西
約
15
㎞
に
お
よ
ぶ
横よ
こ
て手
盆
地
が
あ
り
、
盆
地

の
北
部
は
仙せ
ん
ぼ
く北
平
野
、
中
南
部
は
平ひ
ら
か鹿
平
野
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
こ
の
仙
北
平
野
の
内
、
そ
の
北
東
部
を
受
益

地
と
し
て
現
在
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
田
沢
二
期

地
区
」
を
実
施
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
農
業
等
の
地

域
の
状
況
、
農
業
水
利
開
発
の
経
過
、
事
業
の
実
施
の

背
景
、
事
業
概
要
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

２
．
仙
北
平
野
の
概
要

仙
北
平
野
は
、
東
側
の
奥
羽
山
脈
を
源
と
す
る
斉さ
い

内な
い
が
わ川
、
川か
わ
ぐ
ち口
川が
わ

、
丸ま
る
こ子
川が
わ

等
に
よ
る
扇
状
地
と
平
野
の

西
縁
を
流
れ
る
雄
物
川
最
大
の
支
流
、
玉た
ま
が
わ川
の
氾
濫
原

に
よ
り
平
野
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
行
政
区
域
と
し
て

は
、
平
成
の
合
併
後
、
北
か
ら
仙せ
ん
ぼ
く北
市
、
大だ
い
せ
ん仙
市
、

仙せ
ん
ぼ
く
ぐ
ん

北
郡
美み
さ
と
ち
ょ
う

郷
町
の
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
本
事
業
の
関

係
市
町
と
も
な
っ
て
い
る
。
仙
北
平
野
の
南
部
の
美
郷

町
六ろ
く
ご
う郷
に
は
、扇
状
地
特
有
の
遊
水
池
が
数
多
く
あ
り
、

六
郷
の
湧
水
郡
と
し
て
名
水
百
選
、
水
の
郷
百
選
等
に

認
定
さ
れ
て
い
る
。

仙
北
平
野
は
、
昭
和
初
期
か
ら
の
大
規
模
な
開
墾
や

農
業
水
利
開
発
以
前
は
、
原
生
林
が
広
が
り
、
そ
の
間

に
湿
田
が
点
在
す
る
荒
野
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
現
在
は
、
散
居
村
的
に
住
居
が
散
ら
ば
る
見
事
な

水
田
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
形
態
は
、
水
稲
を
中

心
に
水
田
の
畑
利
用
に
よ
る
大
豆
等
の
土
地
利
用
型
作

物
の
ほ
か
、
え
だ
ま
め
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
を
組
み
合

わ
せ
た
営
農
が
行
わ
れ
て
い
る
。
水
稲
収
穫
量
を
み
る

と
地
域
内
の
大
仙
市
は
、
全
国
２
位
の
収
穫
を
あ
げ
る

な
ど
、
秋
田
県
下
の
み
な
ら
ず
東
北
地
方
有
数
な
穀
倉

地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。
な
お
水
稲
う
る
ち
米
の
作
付

秋田県と仙北平野

仙北平野

歴
史
あ
る
田
沢
疏
水
を
将
来
に
引
き
継
ぐ 

　
　
　
　― 

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業「
田
沢
二
期
地
区
」の
概
要 

―
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け
品
種
は
、
ほ
と
ん
ど
が
あ
き
た
こ
ま
ち
で
あ
る
。

ま
た
え
だ
ま
め
は
、
秋
田
県
内
で
は
、
大
仙
市
を
は

じ
め
平
鹿
平
野
の
中
心
横
手
市
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
、

平
成
22
年
度
か
ら
え
だ
ま
め
生
産
日
本
一
を
め
ざ
し
て

県
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

穀
倉
地
帯
と
な
っ
た
仙
北
平
野
で
あ
る
が
、
ほ
場
整

備
率
（
平
成
23
年
度
末
）
を
み
る
と
、
秋
田
県
全
体
で

は
81
％
で
あ
る
が
、
仙
北
平
野
を
含
む
秋
田
県
仙
北
地

域
振
興
局
管
内
（
仙
北
市
、
大
仙
市
、
美
郷
町
）
は

74
％
と
秋
田
県
県
内
で
は
遅
れ
て
い
る
。
効
率
的
、
安

定
的
な
農
業
経
営
の
確
立
と
将
来
の
農
業
生
産
を
担
う

経
営
体
の
育
成
を
図
る
上
で
更
に
整
備
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
秋
田
県
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
汎
用

性
の
高
い
ほ
場
整
備
を
行
う
た
め
、
モ
ミ
ガ
ラ
補
助
暗

渠
に
よ
る
排
水
強
化
対
策
を
進
め
戦
略
作
物
や
地
域
特

産
物
の
生
産
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

３
．
仙
北
平
野
の
農
業
水
利
開
発

（
１
）
佐
竹
藩
の
新
田
開
発

仙
北
平
野
で
の
大
規
模
な
農
業
水
利
開
発
は
、
江
戸

時
代
に
遡
る
。
江
戸
時
代
に
秋
田
を
治
め
て
い
た
佐
竹

藩
は
、
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
年
）
秋
田
へ
の
移
封
後

の
藩
財
政
安
定
の
た
め
、
新
田
開
発
を
奨
励
し
た
が
、

仙
北
地
方
で
は
、
山
地
が
占
め
る
地
域
が
多
く
、
し
か

も
扇
状
地
の
た
め
標
高
差
が
大
き
く
水
利
の
便
が
悪
い

た
め
開
発
が
他
地
域
よ
り
遅
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
中

期
の
１
７
０
５
年
以
降
、
藩
内
で
は
宝
暦
、
天
明
、
天

保
の
飢
饉
や
凶
作
が
頻
発
し
た
た
め
農
村
が
疲
弊
し
、

新
田
開
発
が
停
滞
し
た
が
、
秋
田
藩
は
財
政
を
改
善
す

る
た
め
、
新
田
開
発
の
開
墾
者
に
対
す
る
減
免
や
特
典

を
設
け
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

仙
北
地
域
で
の
大
規
模
な
新
田
開
発
と
し
て
、
文
政

８
年
（
１
８
２
５
年
）
に
秋
田
藩
主
佐
竹
義よ
し

厚ひ
ろ

公
に
よ

り
、
白し
ら

岩い
わ

村
（
現
仙せ
ん
ぼ
く
し

北
市
角か
く
の
だ
て
館
）
広ひ
ろ

久く
な
い内
地
先
の
玉
川

に
堰
を
設
け
、
左
岸
か
ら
南
六
郷
（
現
美
郷
町
六
郷
）

に
向
か
う
26
㎞
の
素
掘
り
水
路
を
開
削
し
、
約
３
０
０

０
町
歩
の
開
田
が
計
画
さ
れ
た
。
１
８
２
５
年
（
文
政

９
年
）
に
着
手
さ
れ
、
１
８
３
３
年
（
天
保
４
年
）
に

完
成
し
、
御お
せ
き堰
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
水
路
に
よ
っ
て
山

林
原
野
約
２
０
０
町
歩
の
新
田
開
発
と
と
も
に
古
田
の

補
給
水
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
田
沢
疏

水
の
始
ま
り
と
な
る
。
疏
水
完
成
後
、
度
々
洪
水
が
あ

り
修
繕
や
改
善
を
し
な
が
ら
利
用
さ
れ
た
が
、
１
８
５

４
年
（
安
政
元
年
）
の
大
洪
水
に
よ
り
玉
川
の
堰
を
始

め
水
路
が
壊
さ
れ
ほ
と
ん
ど
使
用
不
可
能
と
な
っ
た
。

明
治
37
年
（
１
９
０
４
年
）
に
、
秋
田
県
は
放
置
さ
れ

て
い
た
御
堰
の
復
旧
の
た
め
の
調
査
に
着
手
し
、
計
画

現在の仙北平野（大台スキー場より）

開拓前の仙北平野（昭和13年）水稲収穫量（農林水産統計より）
（平成22年産～ 24年産の平均）

市町村名 収穫量（ｔ）
新潟県新潟市 139,000
秋田県大仙市 75,500
新潟県長岡市 65,700
宮城県登米市 64,200
山形県鶴岡市 63,700
秋田県横手市 62,800
宮城県大崎市 60,600
新潟県上越市 60,000
宮城県奥州市 60,100
秋田県大潟村 55,700
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が
策
定
さ
れ
、
明
治
45
年
（
１
９
１
２
年
）
に
秋
田
県

か
ら
玉
川
の
流
水
使
用
の
許
可
を
得
た
が
、
実
現
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

（
２
）
田
沢
疏
水
に
係
る
国
営
事
業

⑴
国
営
田
沢
疏
水
開
墾
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
12
年
度
～
昭
和
37
年
度
）

大
正
時
代
に
は
、食
料
需
給
が
逼
迫
し
た
こ
と
か
ら
、

当
時
の
農
林
省
が
全
国
で
集
団
開
墾
適
地
に
つ
い
て
土

地
利
用
計
画
を
立
て
た
。
秋
田
県
で
は
、
仙
北
地
域
の

神じ
ん
だ
い代

村む
ら

（
現
仙
北
市
）
外
２
ヶ
町
村
及
び
白し
ら
い
わ岩

村む
ら

（
現

仙せ
ん
ぼ
く
し

北
市
角か
く
の
だ
て

館
）
他
９
ヶ
町
村
の
２
地
区
に
対
し
て
土
地

利
用
計
画
が
立
て
ら
れ
た
が
、
こ
の
計
画
は
、
田
沢
湖
、

玉
川
及
び
新
設
の
た
め
池
等
を
用
水
源
と
し
て
、
１
６

４
０
町
歩
の
開
田
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま

昭
和
11
年
４
月
に
東
北
振
興
電
力
株
式
会
社
が
設
立
さ

れ
、
田
沢
湖
及
び
玉
川
の
河
水
を
調
整
利
用
し
て
玉
川

に
発
電
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
水
利
用
計

画
に
つ
い
て
、
開
墾
計
画
と
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
当

時
の
内
務
、
逓
信
、
農
林
省
の
三
省
間
で
協
議
が
成
立

し
、
農
林
省
は
田
沢
疏
水
開
墾
の
計
画
を
策
定
し
、
昭

和
12
年
（
１
９
３
７
年
）
３
月
第
70
帝
国
議
会
の
協
賛

を
得
、
国
営
田
沢
疏
水
開
墾
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
以

来
こ
の
玉
川
河
水
統
制
計
画
に
よ
り
玉
川
流
域
の
水
利

調
整
が
な
さ
れ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
開
墾
、

水
利
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。

国
営
田
沢
疏
水
開
墾
事
業
は
、
山
林
原
野
な
ど
の
開

田
を
行
い
、
土
地
利
用
を
増
進
し
農
村
経
済
の
改
善
を

図
る
と
共
に
、
開
墾
地
に
は
自
作
農
を
増
や
し
優
良
な

農
村
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
か
ん
が
い
用

水
は
、
玉
川
左
岸
取
水
口
（
抱
だ
き
か
え
り返

頭
首
工
）
か
ら
12
・

25
㎥
／
ｓ
、
神じ
ん
だ
い代
調
整
池
の
右
岸
取
水
口
か
ら
２
・
66

㎥
／
ｓ
を
取
水
し
、
幹
線
用
水
路
（
左
岸
31
・
26
㎞
、

右
岸
２
・
６
㎞
）、
開
田
地
区
２
５
０
０
町
歩
（
内
１

７
０
０
町
歩
は
地
元
小
農
家
の
増
反
、
８
０
０
町
歩
は

入
植
者
向
け
）
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
昭
和
12
年
か
ら

主
要
工
事
を
農
林
省
、
他
の
工
事
を
秋
田
県
及
び
地
元

耕
地
整
理
組
合
が
分
担
し
着
工
し
た
。
昭
和
18
年
の
農

地
開
発
営
団
（
戦
前
の
食
糧
増
産
政
策
を
目
的
と
す
る

特
殊
法
人
）の
発
足
と
同
時
に
営
団
に
継
承
さ
れ
た
が
、

昭
和
22
年
の
営
団
の
閉
鎖
に
よ
り
再
び
農
林
省
の
直
轄

事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
経
過
を
経
て
、
当
初
計

画
の
事
業
期
間
は
、
戦
争
の
た
め
大
幅
な
延
長
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
開
墾
工
事
は
、
当
初
人
力
に
よ
り
行
っ

て
い
が
、
昭
和
30
年
代
に
入
り
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る

土
木
工
事
の
時
代
を
迎
え
、
年
間
５
０
０
㌶
以
上
の
開

墾
が
可
能
と
な
り
、
昭
和
37
年
度
に
完
了
し
た
。

⑵
国
営
第
二
田
沢
開
拓
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
38
年
度
～
昭
和
45
年
度
）

昭
和
20
年
８
月
の
終
戦
後
に
は
、
厳
し
い
食
糧
危
機

抱返頭首工

幹線用水路

神代郁野開墾地

田沢疏水開墾地区　事業概要図

受益地
新設用水路（開渠）
新設用水路（トンネル）

凡　　例

田沢疏水左岸幹線用水路
田沢疏水
右岸幹線
用水路
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に
直
面
し
た
た
め
、
食
糧
増
産
と
戦
災
、
海
外
引
き
揚

げ
者
の
雇
用
対
策
を
目
的
に
、
開
拓
を
促
進
す
る
た
め

各
種
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
30
年
代
に
入
り
、
開

拓
か
ら
経
営
規
模
拡
大
の
動
き
が
活
発
と
な
っ
た
。
仙

北
平
野
に
お
い
て
は
、
田
沢
疏
水
開
墾
事
業
に
よ
り
広

大
な
原
野
が
開
拓
さ
れ
た
が
、
左
岸
幹
線
用
水
路
の
更

に
東
の
上
部
地
域
の
開
発
が
取
り
残
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
こ
の
地
域
の
既
墾
地
の
水
田
は
乾
田
化
が
進
み
、
か

ん
が
い
用
水
不
足
が
生
じ
た
た
め
地
下
水
が
利
用
さ

れ
、
ま
た
経
営
規
模
も
開
墾
地
域
と
比
べ
低
く
な
っ
て

い
た
。
こ
の
た
め
、
第
２
田
沢
疏
水
の
要
請
が
関
係
町

村
か
ら
秋
田
県
に
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
背
景
か

ら
農
地
造
成
に
よ
り
経
営
規
模
を
拡
大
し
、
農
業
構
造

の
改
善
と
自
立
経
営
の
育
成
を
図
る
た
め
、
開
拓
と
基

幹
か
ら
末
端
ま
で
の
水
利
施
設
を
一
貫
し
て
施
工
す
る

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
制
度
が
制

定
さ
れ
、
国
営
、
県
営
等
の
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

仙
北
平
野
で
は
昭
和
38
年
、
国
営
総
合
開
拓
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
の
全
国
第
１
号
の
地
区
と
し
て
実
施
さ
れ

た
の
が
、
国
営
第
二
田
沢
開
拓
建
設
事
業
で
あ
る
。
本

地
区
は
、
既
存
農
家
の
自
立
的
な
農
業
の
基
盤
を
整
備

す
る
た
め
、
玉
川
水
系
に
あ
る
神
代
調
整
池
の
左
岸
か

ら
最
大
３
・
０
０
㎥
／
ｓ
を
取
水
す
る
第
二
田
沢
取
水

口
、
第
二
田
沢
幹
線
用
水
路
25
・
５
㎞
の
新
設
を
は
じ

め
、
地
区
内
の
支
線
、
小
支
線
、
小
用
水
路
、
農
道
等

ま
で
施
工
し
た
。
ま
た
、
田
沢
疏
水
の
受
益
地
よ
り
更

に
一
段
高
い
東
側
に
あ
る
未
墾
地
５
０
７
㌶
の
開
拓
や

既
耕
地
の
区
画
整
理
３
６
６
㌶
を
行
っ
て
い
る
。

⑶
国
営
田
沢
疏
水
農
業
水
利
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
54
年
度
～
平
成
元
年
度
）

国
営
田
沢
疏
水
開
墾
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
幹
線

用
水
施
設
は
、
戦
中
戦
後
の
資
材
不
足
の
時
代
に
施
工

さ
れ
、
施
工
後
30
年
以
上
が
経
過
し
水
路
の
崩
壊
が
多

く
あ
り
維
持
管
理
費
用
も
増
加
し
て
い
る
状
態
に
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
田
沢
疏
水
左
岸
及
び
右
岸
幹
線
用
水

路
約
31
㎞
、
抱
返
頭
首
工
及
び
神
代
右
岸
取
水
口
を
更

新
す
る
た
め
、
昭
和
54
年
か
ら
国
営
田
沢
疏
水
農
業
水

利
事
業
が
開
始
さ
て
い
る
。
当
時
か
ん
が
い
用
水
は
、

玉
川
及
び
渓
流
小
河
川
に
水
源
を
依
存
し
て
い
た
が
、

渓
流
小
河
川
依
存
地
域
で
は
、
地
下
水
に
依
存
し
て
お

り
、
受
益
面
積
３
８
９
０
㌶
全
体
に
わ
た
る
水
利
用
計

画
の
見
直
し
も
、
こ
の
事
業
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
国
営

の
関
連
事
業
と
し
て
ほ
場
整
備
事
業
、
暗
渠
排
水
事
業

を
行
い
、
農
業
経
営
の
近
代
化
と
営
農
の
合
理
化
を
進

め
た
。

建設中の斎藤川水路橋第二田沢地区　事業概要図

受益地（第二田沢開拓）
受益地（田沢疏水開墾）
新設用水路
既設用水路

凡　　例

第二田沢幹線用水路

第二田沢取水口

改修後の幹線用水路

改修後の抱返頭首工
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４
．
田
沢
二
期
農
業
水
利
事
業

（
１
）
事
業
の
背
景
と
目
的

こ
の
よ
う
に
田
沢
疏
水
地
域
で
は
、
基
幹
水
利
施
設

が
長
年
に
わ
た
り
整
備
さ
れ
、一
部
は
改
修
が
行
わ
れ
、

関
連
す
る
圃
場
整
備
等
が
進
み
、
現
在
で
は
秋
田
県
を

代
表
す
る
穀
倉
地
帯
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

基
幹
施
設
は
整
備
後
20
〜
40
年
以
上
の
年
数
が
経
過
し

て
お
り
、
老
朽
化
が
進
み
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
に
は
亀

裂
や
漏
水
等
が
発
生
し
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
支

障
を
来
し
て
き
て
い
る
と
と
も
に
、
施
設
の
維
持
管
理

に
多
大
な
経
費
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
部

の
ほ
場
区
画
が
狭
小
で
大
型
機
械
に
よ
る
農
作
業
が
困

難
で
あ
る
こ
と
や
水
源
が
不
安
定
で
用
水
不
足
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
営
農
の
実
施
に
も
支
障

を
き
た
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
頭
首
工
、
取
水
口
及
び

幹
線
用
水
路
の
改
修
を
行
い
、
ま
た
第
二
田
沢
幹
線
用

水
路
掛
か
り
の
一
部
の
受
益
地
を
田
沢
疏
水
左
岸
幹
線

用
水
路
掛
か
り
に
変
更
す
る
か
ん
が
い
用
水
の
再
編
を

行
う
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
農
業
用
水
の
安
定
的

な
供
給
と
施
設
の
維
持
管
理
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
関
連
事
業
に
よ
り
区
画
整
理
を
実
施
す
る
こ
と
で

営
農
の
合
理
化
を
図
り
、
農
業
生
産
の
向
上
と
農
業
経

営
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
が
開
始
さ
れ

た
。
ま
た
、
本
事
業
で
は
施
設
の
改
修
に
併
せ
て
地
区

内
の
農
業
用
水
が
従
来
か
ら
有
し
て
い
る
、
景
観
・
親

水
、
消
流
雪
用
水
、
防
火
用
水
等
の
地
域
用
水
機
能
を
、

秋
田
県
田
沢
疏
水
土
地
改
良
区
が
実
施
し
て
い
る
地
域

用
水
機
能
増
進
事
業
と
一
体
的
に
行
い
整
備
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
２
）
田
沢
二
期
地
区
の
事
業
概
要

①
事
業
、
地
区
名

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

国
営
農
業
用
水
再
編
対
策
事
業
（
地
域
用
水
機
能

増
進
型
）
田
沢
二
期
地
区

②
関
係
市
町

秋
田
県
大
仙
市
、
仙
北
市
、
仙
北
郡
美
郷
町

③
受
益
面
積

４
６
９
７
㌶

④
事
業
費

１
５
９
・
６
億
円

⑤
事
業
実
施
期
間

平
成
23
年
度
〜
31
年
度

⑥
主
要
工
事

○
頭
首
工
の
改
修

抱
返
頭
首
工
：
ゲ
ー
ト
、
巻
上
機
、
上
屋
の
更
新

神
代
右
岸
取
水
口
：
除
塵
機
、
ゲ
ー
ト
の
更
新

第
二
田
沢
取
水
口
：
ゲ
ー
ト
、
巻
上
機
、
ス
ク
リ
ー

ン
、
上
屋
の
更
新

○
用
水
路
の
改
修

田
沢
疏
水
左
岸
幹
線
用
水
路 

25
・
２
㎞

田
沢
疏
水
右
岸
幹
線
用
水
路 

１
・
７
㎞

第
二
田
沢
幹
線
用
水
路 

25
・
６
㎞

支
線
用
水
路 

６
・
９
㎞

合　

計 

59
・
４
㎞

○
水
管
理
施
設
の
改
修

中
央
管
理
所
（
親
局
）、
子
局
及
び
孫
局

目地からの漏水

水路側壁のクラック

田沢二期地区　事業概要図

受益面積（田） 4,697 ha

頭首工

取水口

受益面積（田）

支線用水路
（開水路）

支線用水路
（暗渠）

幹線用水路
（ﾄﾝﾈﾙ・暗渠）

幹線用水路
（開水路）

位 置 図

凡 例

田沢二期

地区

雄物川

院内川

桧木内川

斎
内
川

窪
堰
川

川
口
川

丸
子
川

斎
藤
川

美郷町

仙北市

大仙市
神代調整池

国道105号

国
道
4
6
号

抱返頭首工

第二田沢取水口

神代右岸取水口

田沢疏水左岸幹線用水路

第二田沢幹線用水路

田沢疏水

右岸幹線

用水路

N
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（
３
）
事
業
の
実
施
状
況

本
地
区
は
、
平
成
23
年
９
月
に
事
業
所
を
開
設
し
て

以
降
、
３
つ
の
幹
線
用
水
路
の
内
、
更
新
が
多
く
計
画

さ
れ
て
い
る
第
二
田
沢
幹
線
用
水
路
を
中
心
に
、測
量
、

用
地
測
量
調
査
、
実
施
設
計
を
行
い
、
更
新
工
事
の
準

備
を
行
っ
て
き
た
。
平
成
24
年
３
月
１
日
に
は
、
本
地

区
の
事
業
計
画
が
確
定
し
、
具
体
的
な
事
業
が
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
本
地
区
で
は
、
か
ん
が
い
期
に
か
ん

が
い
用
水
路
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
改
修
等
の
工

事
実
施
可
能
時
期
は
非
か
ん
が
い
期
の
９
月
か
ら
翌
年

の
４
月
ま
で
の
間
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
平
成
24
年
度

に
は
、
本
地
区
と
し
て
始
め
て
の
更
新
工
事
を
、
非
か

ん
が
い
期
に
第
二
田
沢
幹
線
用
水
路
の
一
部
で
着
手
し

て
い
る
。
ま
た
、今
年
度
以
降
の
工
事
準
備
の
た
め
に
、

引
き
続
き
測
量
、
実
施
設
計
等
も
鋭
意
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

農
業
水
利
施
設
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
施

設
の
持
つ
構
造
機
能
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
地
区
で
は
、
水
利
施
設
の
水
理
機

能
及
び
水
利
用
機
能
に
も
着
目
し
、
維
持
管
理
し
易
い

施
設
の
改
修
を
め
ざ
し
て
い
る
。
現
在
第
二
田
沢
幹
線

用
水
路
全
体
を
対
象
に
、
現
況
用
水
路
の
水
理
及
び
水

利
用
上
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
現
地
調
査
や

管
理
実
態
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
解
析
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
課
題
の
対
策
方
法
を
改
修

工
事
や
将
来
の
維
持
管
理
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

ま
た
本
地
区
の
特
徴
で
あ
る
地
域
用
水
機
能
の
増
進

を
図
る
た
め
、
今
年
度
本
地
区
内
の
２
地
域
で
地
域
住

民
関
係
者
の
出
席
を
頂
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
数
回

ず
つ
開
催
し
、
地
域
の
総
意
の
と
り
ま
と
め
を
進
め
て

い
る
。
今
後
幹
線
用
水
路
の
改
修
と
併
せ
て
地
域
用
水

機
能
の
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

５
．
お
わ
り
に

仙
北
平
野
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
開
田
等
が
積

極
的
に
進
め
ら
れ
、
昭
和
に
入
り
農
業
水
利
施
設
、
農

地
造
成
、
ほ
場
整
備
等
の
農
業
農
村
整
備
事
業
が
進
む

と
同
時
に
営
農
技
術
の
発
達
と
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
の

先
人
の
ご
苦
労
に
よ
り
、
現
在
東
北
有
数
の
穀
倉
地
域

と
な
っ
て
い
る
。
仙
北
平
野
の
農
業
生
産
に
不
可
欠
な

こ
の
歴
史
あ
る
田
沢
疏
水
地
域
の
基
幹
水
利
施
設
の
改

修
事
業
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
仙
北
平
野
地

域
の
農
業
農
村
の
持
続
と
振
興
を
図
り
、
将
来
に
引
く

継
ぐ
た
め
に
職
員
一
同
、
引
き
続
き
関
係
機
関
、
関
係

者
の
皆
様
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

（
引
用
・
参
考
文
献
）

・
仙
北
土
地
改
良
協
会
：
仙
北
土
地
改
良
誌

・
秋
田
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
美
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
東
北
農
政
局
田
沢
疏
水
農
業
水
利
事
業
所
：
田
沢
疏
水

・
秋
田
県
田
沢
疏
水
土
地
改
良
区
：
疏
水
の
歩
み
を
語
る

・
東
北
農
政
局
田
沢
二
期
農
業
水
利
事
業
所
：
疏
水
が
潤
す
緑
の
大

地
～
地
域
を
守
る
豊
か
な
水
～
田
沢
二
期
地
区
農
業
水
利
事
業
概

要
図

い
は
ら
あ
き
ひ
こ
・

東
北
農
政
局　

田
沢
二
期
農
業
水
利
事
業
所　

所
長

ボックスカルバートの据付大型フリュームの据付


